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 光コヒーレンストモグラフィ(Optical Coherence Tomography; OCT)[1]は光の干渉を利用して測定

対象を 3 次元イメージングする技術であり、眼底を始めとして歯や皮膚の検査などに応用されて

いる。OCT の垂直分解能は光源に用いる低コヒーレンス光源あるいは波長掃引光源のスペクトル

幅に反比例しており、一般的には 10um~20um 程度である[2]。生体組織のより高精度な計測や、

再生医療における再生組織の品質管理には細胞レベル(10um 以下)のイメージングが求められ 

ており、OCT はさらなる高分解能化が必要とな

っている。しかし、光源の広帯域化による高分

解能化は限界に近付きつつあり、広帯域化に伴

い光源や光学素子が高価になり装置コストが

増大するといった課題もある。 

今回我々は、上記の課題を解決するために安

価な高コヒーレンス光源(LD光源)と高NAの対

物レンズを用いて高い空間分解能を達成可能

な OCT の方式を検討した。本方式では空間分

解能は光源のスペクトル幅ではなく対物レン

ズの NA によってのみ決定され、波長 785nm，

NA0.52 において 3um 以下の垂直分解能(図 1)

と 2um 以下の横分解能が得られることを確認

した。図 2 は培養細胞(3T3)を位相差顕微鏡と

OCT で観察した結果である。形状・サイズとも

に両者は概ね一致しており、提案方式 OCT に

よって細胞レベルのイメージングが可能であ

ることを実証した。講演会においては、提案方式 OCT の概要とその応用例、及び培養細胞の測定

結果を示す。 
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Fig.1 . Measured axial response of the OCT system. 
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Fig.2 Phase contrast microscope image (a) and OCT 

image (b) of cultured cell (3T3). 
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